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　毎年 6月 4 日から 10 日まで実施される「歯
と口の健康週間」は、口腔保健の重要性を広く
啓発する機会として長年続けられてきました。
近年、口腔の健康は単に「食べる」ための機能
にとどまらず、全身の多様な疾患と密接に関
わっていることが知られています。本稿では、
医師会の先生方に共有したい口腔と全身疾患の
関わり、そして医科歯科連携の重要性について
述べます。
　代表的な口腔疾患である歯周病は、わが国の
成人の多くが罹患し全身疾患と密接に関連する
慢性炎症性疾患です。「令和 6年歯科疾患実態
調査」によれば、55 歳以上の各年齢階級では
4mm 以上の軽度歯周ポケットを有する者の割
合が 50% を超えており（表 1）、その影響は口
腔内にとどまらず、全身に波及します。なかで
も糖尿病との関連は極めて深く、両者は「双方
向性」の負の連鎖を形成しています。歯周病に
よる慢性的な炎症は、炎症性サイトカインを介
してインスリン抵抗性を増悪させ、血糖コント
ロールを悪化させると考えられています 1）。一
方で適切な歯周治療により HbA1c が改善する
ことも報告されており 2）、2024 年度診療報酬

改定において糖尿病患者に対する歯周病安定期
治療の評価が新設されたことからも、その重要
性が示されています。
　また歯周病菌やその代謝産物が血流を介して
動脈硬化を促進し、虚血性心疾患や脳血管疾患
の発症リスクを高める可能性が指摘されていま
す 3）。さらに早産・低体重児出産との関連も報
告されており 4）、口腔管理は歯科領域にとどま
らない全身管理の重要な要素といえます。
　高齢化社会においては、口腔機能の維持は
健康寿命の延伸に直結します。近年提唱され
た「オーラルフレイル」（図 1）は身体的フレイ
ルの入り口として注目されており、滑舌の低下
や食べこぼし、軽度のむせといった些細な変化
が低栄養やサルコペニアを招き、結果として全
身の虚弱を進行させます。誤嚥性肺炎の予防に
おいても口腔衛生管理の介入効果が示されてお
り、専門的口腔ケアを受けた群では肺炎発症率
および死亡率が低下したとの報告があります 5）。
　当院では入院時から看護師、看護補助員、言
語聴覚士、歯科衛生士など多職種が共通の評価
表を用いて口腔内状態を確認し、電子カルテ上
で情報共有することで早期の口腔管理介入につ
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表 1 歯周ポケット（4mm以上）を有する者の割合（％）の年次推移、年齢階級別
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なげています。口腔内を侵襲的治療前に清潔な
状態へ整えておくことで、その後の管理負担が
軽減され、周術期や長期挿管、化学療法などの
イベント時にも安定した口腔環境を維持しやす
くなると考えています。
　また、口腔管理が必要な患者には専用の個室
環境で計画的な口腔機能管理を行い、プライバ
シーに配慮した担当制診療を実施しています。
移動困難な患者に対しては歯科衛生士が病棟や
ICU へ赴き、看護師と協働しながら専門的口
腔ケアを提供しています。このような継続的な
介入は院内感染対策や全身状態の安定にも寄与
すると考えられます。
　さらに、がん治療や心臓手術などの周術期に
おいては、口腔内細菌が術後合併症のリスクを
高めることが知られており、術前からの口腔機
能管理は肺炎発症率の低下や入院期間短縮に寄
与することが示唆されています 6）。薬剤関連顎
骨壊死の予防や、長期絶食・長期酸素療法が予
定される患者への事前対応など、医科から歯科
への適切な紹介のタイミングが重要となります。
　こうした背景を踏まえると、口腔の健康を守
ることは歯科医師のみが担う領域ではありませ
ん。日常診療において医科の先生方が食事摂取
状況、口腔乾燥、義歯適合不良などに関心を向
けていただくだけでも、早期介入が可能となり
ます。紹介状に全身疾患や服用薬剤、治療計画

を記載していただくことで、より安全で適切な
歯科医療の提供につながります。一方で歯科医
師も全身状態への理解を深め、口腔所見や治療
経過を医科へ適切にフィードバックする責任が
あります。
　この「歯と口の健康週間」が、口腔と全身の
健康の関係を再認識し、医科歯科連携をさらに
推進する契機となることを願っております。
�
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図 1 高齢社会とフレイル
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